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（注意） 
１．問題冊子（表紙を含む）は２枚です。 
２．問題冊子は指示があるまで開かないで下さい。 
３．問題冊子と下書き用紙は持ち帰って下さい。 
４．解答は、鉛筆、シャープペンシル、ペン、ボールペンのいずれで記入して

も構いません。 
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試験科目    刑     法 

 
問題 
 
Ａは、三重県の飯場でＸの頭部を多数回殴打した後、意識不明のＸを大阪南港の資材置

場まで運んで放置した。その後、何者かが、角材でＸの頭頂部を数回殴打する暴行を加え

た。Ｘは死亡したが、Ａの暴行による内因性高血圧性橋脳出血が死因であった。角材によ

る暴行は、「せいぜい既に発生していた右内因性橋脳出血を拡大させ幾分か死期を早める影

響を与えた」にとどまる。 
Ａの罪責を論じなさい。 

 


